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研究成果の概要（和文）：２種類の形状記憶合金テープおよび形状記憶ポリマーフィルムを積層した形状記憶複合複合
ベルトでは、加熱と冷却で３方向の曲げ変形特性が現れる。形状記憶合金ワイヤーに窒素イオンを注入すると、曲げ疲
労寿命が長くなる。応力制御のサブループ負荷を受ける形状記憶合金では、クリープとクリープ回復、および応力緩和
と応力回復が現れる。形状記憶合金テープのねじり疲労寿命曲線はべき関数で表される。形状記憶合金テープによるド
アの自動開閉モデルと自動開閉するブラインドモデルの２種類の小型アクチュエータを開発した。

研究成果の概要（英文）：n the shape-memory composite belt laminated with two kinds of shape-memory alloy t
ape and shape-memory polymer film, three-way deformation properties appear during heating and cooling. If 
the nitrogen ion is implanted to the shape-memory alloy wire, the fatigue life becomes longer. In the shap
e memory alloy subjected to the stress-controlled subloop loading, creep or creep recovery and stress rela
xation or creep recovery appear. The torsional fatigue life curve of the shape-memory alloy tape is expres
sed by a power function. Two kinds of small actuator models, an automatic opening and closing door and an 
automatic opening and closing blind, were developed by using two kinds of shape-memory alloy tapes showing
 shape memory effect and superelasticity. 
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１． 研究開始当初の背景 
形状記憶材料はインテリジェント材料と

しての機能特性に優れており、その実用が世
界的に研究されている。本研究では高機能形
状記憶材料の開発、実用化において最も重要
な熱・力学的機能特性とそれを長期間繰り返
し使用した場合の機能特性を明らかにし、新
型アクチュエータを開発する。 
 
２．研究の目的 
（１）形状記憶合金と形状記憶ポリマーとの
複合材料の研究は本研究が世界で最初であ
り、３方向形状記憶効果や回復応力などの機
能特性を明らかにし、形状記憶アクチュエー
タの設計法を開発する。 
（２）形状記憶材料に関する申請者のこれま
での多くの研究成果は世界的に高く評価さ
れており、本研究ではさらに高機能形状記憶
材料および新型の形状記憶アクチュエータ
の開発に発展させる。 
 
３． 研究の方法 
傾斜機能を有する形状記憶合金および形

状記憶ポリマーを開発し、それらの機能特性
を調べる。さらに、市販の形状記憶合金ワイ
ヤーおよびテープの曲げとねじりに関する
疲労寿命特性を調べ、疲労き裂の発生と進展
特性を明らかにし、合金テープによる小形の
回転駆動アクチュエータを開発する。形状記
憶ポリマーの形状保持条件を変化させ、形状
回復性と二次賦形特性に対する影響および
形状記憶素子の設計法を明らかにする。形状
記憶合金と形状記憶ポリマーの構成、体積分
率および変態温度を組み合わせた複合材料
を作製し、3 次元で３方向挙動を示す形状記
憶複合材料アクチュエータを開発する。 
 
４． 研究成果 
 本研究により得られた主要な研究成果は
以下のとおりである。 
（１） TiNi 形状記憶合金とポリウレタン
系形状記憶ポリマーを組合わせた形状記憶
複合複合ベルトを作製し、アクチュエータと
しての変形特性を明らかにした。変態温度が
異なり形状記憶効果と超弾性を示す２種類
の形状記憶合金テープおよびガラス転移温
度が形状記憶合金の変態温度の中間にある
形状記憶ポリマーフィルムを積層した形状
記憶複合複合ベルトを作製した。この形状記
憶複合複合ベルトは、加熱と冷却で３方向の
曲げ変形を示す。これらの加熱と冷却の過程
におけるたわみおよび回復力の３方向の挙
動特性を、ベルトを構成する形状記憶合金と
形状記憶ポリマーの特性に基づいて明らか
にした。  
（２） TiNi 形状記憶合金ワイヤーに窒素
イオンを注入すると変態温度は上昇し、応力
誘起マルテンサイト変態の応力レベルは低
下するために、超弾性を示すＳＭＡが形状記
憶効果を示すようになる。また、窒素イオン

を注入することにより曲げ疲労寿命が長く
なる。特に曲げひずみ振幅の小さい場合には、
疲労き裂の起点が最大曲げひずみの位置と
異なるために疲労き裂進展速度が低くなり、
疲労寿命が長くなる。 
（３） 応力制御のサブループ負荷を受け
る TiNi 形状記憶合金について、負荷過程に
おける応力誘起マルテンサイト変態の上部
応力水平段において応力を一定に保持する
と時間の経過と共にひずみの増加するクリ
ープ変形が現れる。また、除荷過程における
逆変態の下部応力水平段で応力を一定に保
持するとひずみの減少するクリープ回復が
現れる。これらのクリープとクリープ回復の
ひずみ速度は応力速度に比例して高くなる。
このクリープとクリープ回復は外部からの
加熱冷却なしで生じるので、アクチュエータ
の応用において位置を制御する形状記憶合
金素子の設計において考慮すべき重要な現
象である。 
（４） 両振りのねじりを受ける形状記憶
合金テープの変形特性は、両振りに関してほ
ぼ対象になる。ねじり疲労寿命曲線はべき関
数で表される。ねじり疲労寿命は、両振りに
対して片振りの方が長い。両振りと片振りの
疲労寿命特性を１サイクル当りの散逸仕事
で整理すると、両者の疲労寿命特性は単一の
べき関数で統一的にあらわされる。合金テー
プによる小形の回転駆動アクチュエータと
して、超弾性と形状記憶効果を示すＳＭＡテ
ープを組合わせたアクチュエータを２種類
開発した。①ねじりを与えた超弾性合金テー
プに対して形状記憶効果を示すＳＭＡを通
電加熱することにより動作するドアの開閉
モデルを作製し、その挙動を明らかにした。
また、②ねじりを与えた超弾性合金テープに
対して形状記憶効果を示すＳＭＡを太陽光
により加熱し、太陽光が当たる場合と陰る場
合で自動開閉するブラインドモデルを作製
し、その開閉挙動をした。 
（５） 応力制御のサブループ負荷を受け
る TiNi 形状記憶合金について、負荷過程に
おける応力誘起マルテンサイト変態の上部
応力水平段においてひずみを一定に保持す
ると時間の経過と共に応力の減少する応力
緩和が現れる。また、除荷過程における逆変
態の下部応力水平段で応力を一定に保持す
ると応力の増加する応力回復が現れる。これ
らの応力緩和と応力回復の大きさは負荷除
荷過程における応力速度に比例して大きく
なる。この応力緩和と応力回復は外部からの
加熱冷却なしで生じるので、駆動力を制御す
る形状記憶合金素子の設計において考慮す
べき重要な現象である。 
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